
39

第Ⅰ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府域）

平成 27 年度 ACTR

「丹後の村から見た戦争」と「大丹後展」の
企画に関わって

小林  啓治　

　文学部歴史学科は、これまで 10 年近く『京丹後市史』の編纂に協力してきた。現在は、

ACTR を活用して史資料の保存と整理を続けている。こうした活動によって歴史遺産を後世に

引き継いでいくことは、地域の自治と自立にとってとても大事なことだと考えている。

　私の専門である近代史料については、京丹後市には希有の質・量の文書群が残されている。

それらのうち、昨年度はもっとも利用価値があると思われる「木津村役場文書」の目録を、院

生の協力をえて解題をつけて刊行し、京丹後市教育委員会の WEB で公開している。目録デー

タそのものの公開は、全国的にみても先進的な取り組みと言える。

　今年度は、二つの取り組みを進めた。一つは、京丹後市「丹後古代の里資料館」と「網野郷

土資料館」の 2 会場での、「丹後の村から見た戦争―村人と戦争」という展示である。展示の

テーマおよびコンセプトの決定、展示物の選定、解説シートの作成などは、すべて教員・院生・

京丹後市教育委員会との活発な議論にもとづいて行われた。展示は 7 月 25 日から 9 月 6 日

まで行われ、そのうち 2 日間は院生が解説を担当している。展示の様子は、NHK ニュース（京

都放送局）や産経新聞で報道された。

　もう一つの取り組みは、12 月 5 日から 1 月 17 日まで京都文化博物館で開催予定の「大丹

後展」である。これについては、2014 年から関係する歴史学科の教員が実行委員会に参加し

て、展覧会のプロットを作り、図録に掲載する解説や展示のキャプションも分担している。ま

た、会期中に院生による解説も企画し、そのための準備を進めた。こうして研究や教育の成果

が地域に還元されていくことを通じて、また新たな課題も発見されていくという好循環が生ま

れてきている。

　以下のページに丹後古代の里資料館でおこなった「丹後の村から見た戦争－村人と戦争」の

解説シートを掲載しておく。
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丹後の村から見た戦争―村人と兵隊―

京丹後市立丹後古代の里資料館夏季企画展

丹後の村から見た戦争－村人と兵隊― 

展示解説シート 
戦後 年をむかえ直接戦争を経験した世代が少なくなる中、戦争の記憶をいかに伝えるべきかが

重要な課題になってきています。今回の展示では、村人がどのようにして兵士になり、当時の村や

住民がいかに戦争に関わったのか、出征兵士は村とどのようにつながっていたのか、などについて、

京丹後市内に残された様々な資料をもとに展示を構成します。兵士として村人が動員され、出征し、

人を殺し、また自身が負傷したり戦死する、といった一連のできごとを、私たちにもっとも身近な

地域（村）の視点から見つめ直し、戦争の歴史的な意味を考えるきっかけにしていただければと思

います。

昭和１４年４月３日応召軍人遺家族写真

会 期：平成２７年７月２５日（土）～９月６日（日）火曜休館

開館時間： ： ～ ：

会 場：京丹後市立丹後古代の里資料館（〒 京都府京丹後市丹後町宮 ）

、

入 館 料：大人 円（ 円）、子供 円（ 円）（ ）内は 名以上団体料金

関連行事：京都府立大学生による展示解説

平成２７年８月９日（日）、平成２７年８月２３日（日）

いずれも ： ～ ： 、 ： ～ ： 。当日は無料開放日とします。

主 催：京丹後市教育委員会・京丹後市立丹後古代の里資料館
※本展覧会は京都府立大学地域貢献型特別研究の制度を利用し、大学の協力を得て開催されるものです。

図１　解説シート 1 ページ
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図２　解説シート２ページ
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図３　解説シート３ページ
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図４　解説シート４ページ
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図５　解説シート５ページ



45

第Ⅰ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府域）

図６　解説シート６ページ
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図７　解説シート７ページ
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図８　解説シート８ページ




